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岩手大学理工学部は、1939年（昭和14年）盛岡高等
工業学校として発足以来、80年にわたって地域並びに
日本の工業を支える有為な人材を送り出してきました。
2016年には工学に理学を追加し「理工学部」として新し
い歩みを開始。理工学部は3学科8コース構成により、
重要な工業分野を網羅する総合的な理工学教育を実践。工学や理学の壁を越え、地域に、そして世界にも開
かれた教育研究を展開しています。理工学部の上には、修士課程で総合科学研究科理工学専攻、博士課程で
理工学研究科を設置し、イノベーションの創出とグローバルな理工系人材の育成を目指しています。ユニークな
人材育成をするため、イノベーションを志向した「先端理工学特別プログラム」、ものづくりやまちづくりに力を入
れた「地域創生特別プログラム」を展開しています。また、理工学専攻では「グローバル研究者育成プログラム」
により高度な研究者の育成も目指しています。岩手大学理工学部はインターンシップや国際交流活動も強力に
支援。岩手大学理工学部で学んでみたい方、本学部との共同研究に興味のある方は是非お立ち寄りください。
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本研究室は、最適条件とストレス条件の両方の下で、植物の成長およ
び発達におけるホルモン制御機構の解明を目的としています。
私達は低温と高温に耐性を持つ植物、土壌改善に適した植物、環境

に優しい新しい除草剤の開発を目指しています。
◯土壌改善
カドミウム、セシウム、ヒ素などの土壌汚染物質を植物に吸収させるこ

とで、土壌浄化を図る技術（ファイトレメディエーション）について研究し
ています。環境にやさしく、低コストで、土壌を改善することのできる、今
最も熱い研究です。
◯温度ストレス
地球温暖化の進行（高温ストレス）や、岩手県でも発生する冷害（低温ストレス）は、作物の収穫量に大きな影
響を及ぼします。そこで、温度ストレスに耐えられる植物を作りだすために、遺伝子レベルの研究を行っています。
◯除草剤
世界で広く利用されている、「オーキシン系除草剤」は、単子葉植物（イネなど）を枯らすことなく、双子葉植物

（雑草など）だけを枯死させる、選択性を持っています。この選択性のメカニズムを研究することで、除草剤の使
用量を減らし、環境にやさしい農業の実現を目指しています。
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